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日本缶詰びん詰レトルト食品協会

企業最前線～経営者に聞く～65

農産物原料の加工を行う農協法人として設立後，平成8年
にソントン食品工業のグループ企業となり，グループ横断
的な品質管理等の施策のもと，主に同社のジャム製品，フィ
リング製品等の製造を行っている．また，培ってきた技術
を生かした自社ブランドのジャム，レトルトカレー等の製
造販売を行うなど，事業の多角化を進めている．

…………………………… 株式会社やくらいフーズ

第66回技術大会は昨年11月16日，17日に浜松市のグラ
ンドホテル浜松で開催された．本稿では，大会で発表され
た22編の研究内容について，①加熱殺菌技術，②容器関
連，③微生物関連，④品質関連の4分野に分けて紹介する．

  8日本缶詰びん詰レトルト食品協会
第66回技術大会の概要

人工知能（AI）の基本的概念と食品会社に
おける活用

本稿で第66回技術大会の特別講演の内容を紹介する．人
手不足の中，働き方改革の担い手とされるAIだが，活用
している企業は非常に少ない．AIの位置づけ，AIとは何
か，AIの原理，AIの活用について，自社の事例も踏まえ
ながら，AIとは何かを解説する．
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第66回技術大会特別講演
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庶民の暮らしは激しく変わる．昔，台所には「缶切り」が
あった．今は，あっても子供は使い方を知らない．物は博
物館に残っても，それを使う生活感覚は伝わらない．日常
生活を書き留めておかないと，やがて，もうわからなくな
る．実例を入れつつ，自分史の残し方を伝えてみたい．
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